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 株式会社 東京チェンソーズ 

 

「農林水産業みらい基金 2019 年度」助成対象事業に採択決定	
 

プロジェクト名「檜原村トイビレッジ構想で、稼げる林業を目指す」  

 
株式会社 東京チェンソーズ（代表取締役 青木亮輔）では、これまで東京おもちゃ美術館等と連携し、未利用材を

活用した玩具等、子供向けブランド商品の開発に取り組んできたが、乾燥や皮むきの作業体制が確立されていない

ことによる干割れの発生やコスト増が課題となっていた。そこで 2019 年度から３年間「農林水産業みらい基金」

の助成を受け、ボトルネックとなっている乾燥から皮むきの工程を効率化するための設備を整備するとともに、	
 

干割れしない乾燥技術の確立を目指す。あわせて外部専門家を活用し、玩具のデザイン性を強化することで商品力

の向上を図る。また、本プロジェクトは、木育拠点となる「檜原森のおもちゃ美術館（仮称、2021年完成予定）」

など、トイビレッジ構想を推進する檜原村をはじめとした地域関係者と連携を取った取組みとなっている。 

 

「農林水産業みらい基金」は、「農林水産業と食と地域のくらしへの貢献」に向けて、「前例にとらわれず創意工夫

にあふれた取組みで、直面する課題の克服にチャレンジしている地域の農林水産業者へのあと一歩の後押し」の	
 

ための助成活動を行っている。2019 年度は全国各地から 95件の応募があった中、助成対象事業として選ばれたの

は８件（農業 4件、林業 2件、水産業 2件）、助成総額６億 7,780 万円となっている。 

（http://www.miraikikin.org/files/pdf/pressrelease2019.pdf） 
 

	
 

当社では「木を一本まるごと使い切る」発想のもと、木の玩具としての未利用材の活用をさらにもう一歩進める	
 	
 

ことで、林業の六次産業化を通じた地域貢献や林業の収益力向上を目指してゆく。 

 

【本リリースについてのお問合せ先】  

 株式会社 東京チェンソーズ   広報担当：飯塚潤子、木田正人 

 〒190-0214 東京都西多摩郡檜原村 654  TEL：042-588-5613  Mail：info@tokyo-chainsaws.jp 

【株式会社 東京チェンソーズ】 

 東京都檜原村を拠点とし、森林整備や素材生産、森林関連イベントや木工等を行なう東京都認定林業事業体。

2006 年創業、2011年法人化。従業員数 19 人（2020 年 2 月現在）。Web：http://tokyo-chainsaws.jp 


